
 

 

 

 

 

平成 27 年度建築研究所すまいづくり表彰 
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受賞作品ごとに、応募内容と合わせて、 

「受賞名」、「部門」 

「作品名」、「応募者」、「所在地」、「評価のポイント」 
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建築研究所すまいづくり表彰 地域住宅賞 

住宅部門 
 
 

岩沼市玉浦西災害公営住宅 B-1 地区 

 

有限会社 都市建築設計集団/UAPP 手島 浩之 

 

宮城県岩沼市 

 

 

東日本大震災からの復興を目指す岩沼市における災害公営住宅の

建設である。住宅平面に「田の字型」プランを採用し、地区内外

の居住環境に配慮している。住戸の柔軟な設計性を手がかりにプ

ライベートな空間から地域のパブリックな空間までをバリアフリ

ーにつなぎ、高齢者の快適な生活、家族の成長に対応できるプラ

ン、また地域コミュニティとの連携、街並み形成が図られている。 

災害公営住宅での多様な家族形態とその成長、特に高齢化の進展

に伴う課題に対応しつつ、地域に開かれ共存する災害時における

将来を見据えた公営住宅団地のモデルとなり得るものである。 

 

 

 

 



UAPP
TEL    FAX  

フラットにつながる住戸と共有テラス 共有テラスは緑道と連結する

道路側に付いた下屋によってプライバシーを確保する

緑道によって形成される歩行者ネットワーク

A1-Ⅱ

A1-Ⅰ

B-Ⅱ

B-Ⅰ

C-Ⅱ

C-Ⅰ

A2-Ⅱ

A2-Ⅰ

B 2F C 2FA2 2F

1LDK (2DK) 2LDK (3DK) 3LDK (4DK)
1 ～ 2 人世帯用 2～ 3人世帯用 3人～世帯用

1F
下屋方向
バージョン
Ⅱ

1F
下屋方向
バージョン
Ⅰ

2F

52.99 ㎡ 69.62 ㎡ 69.86 ㎡ 76.80 ㎡

戸建エリア

長屋エリア

長屋エリア

Aタイプ住戸 (1LDK または 2LDK)

B タイプ住戸 (2LDK)

C タイプ住戸 (3LDK)

緑道

相野釜 長谷釜

職人不足･大工不足への対応策と
して、県担当者と協議し設計時
点では、以下の方針を立てまし
た。
・内装工で出来る内装工事
予想される大工不足への対応
として、内装工事を PB＋ビニ
ルクロスとし、内装工でも作
業可能なものとしています。

・既製建具の採用
　大量発注に対応できるよう、
　地元建具工でなく、既製建具
　を採用しています。

平面計画の特徴

高齢者への配慮
 ・デッキからアクセスすることでバリア
フリー動線を確保しています。サッシ
には、内外錠を設置することで外部か
らの開錠が可能となっています。

 ・トイレ出入口を２方向設けることで、
各居室から最短経路でトイレ水周りへ
移動可能とし、介助し易さへ配慮しま
した。

可動家具の採用
 ・居間に設置した収納は、将来の可変性
に対応できるよう可動式の既製品とし
ています。

可動家具

[ 寝室 -1]
( 居間 )

[ 寝室 -2]
( 居間 )

[ 食堂 ]

[ｷｯﾁﾝ]

[ 収納 ]

[ 玄関 ]
[ 洗面所 ]

[ﾄｲﾚ]

[ ポーチ ]

全体配置図

ス
ロ
ー
プ

ス
ロ
ー
プ

共用テラス

共用テラス

共用テラス

緑道

二戸一住戸

二戸一住戸

長屋タイプ住戸

南

水回り

南
下屋

共用テラス

屋根と基礎の一部
を連結する。

住戸詳細

住戸バリエーション
住戸タイプは、間仕切りによって3タイプあり、下屋の付く方向で2つのバリエーションがある。この6種類の住戸を回転しながら配
置し、厳しい敷地条件に対し、適切な住戸配置ができる。
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建築研究所すまいづくり表彰 地域住宅賞

住宅部門

岩 i-HOUSE 

松浦一級建築設計事務所 松浦良博

青森県むつ市

青森県むつ市における、単純な構造計画と、特徴的な大きな土間

を有しながら、効率的な断熱空間による夏の生活、冬の生活双方

に楽しく対応する住宅である。

生活空間と自然・社会を段階的につなぐために大きな土間を配し、

合わせて住宅の一部のみを断熱することにより、快適な春から夏

の生活を基本としながらも、冬期の省エネルギーも図られた、今

後我が国の大きな課題となる地方部における住宅・住まい方の計

画モデルとして意義のあるものである。



 

4-12-25 
TEL - - FAX - -  

 

 



 

 

建築研究所すまいづくり表彰 地域住宅賞 

地域部門 

 

コンパクトシティへ向けた夕張市真谷地団地集約化事業 

 
北海道大学大学院工学研究院都市地域デザイン学 瀬戸口研究室 

教授 瀬戸口剛 
 

北海道夕張市 
市長 鈴木直道 

 
北海道立北方建築総合研究所地域研究部 

部長 松村博文 
 

北海道夕張市 

 

積雪寒冷地にあって人口が急激に減少する夕張市真谷地地区にお

いて、公営住宅団地（元炭鉱住宅）内移転による集約化により、

生活環境の改善とともに団地運営の効率化を実現した取り組みで

ある。 

暖房費の削減や除雪面積の減少効果の具体的数値の提示、事業後

の住民アンケートの実施、中長期的な事業評価による維持管理コ

ストの削減効果の具体的な提示など、我が国全体で将来的な人口

減少が多くの地域で確実視される中、地域性に配慮しつつ今後の

あるべき地域の姿を実現するために大いに参考となるモデルと言

える。 

 



TEL FAX  





 

 

 

 

 

地域住宅奨励賞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

建築研究所すまいづくり表彰 地域住宅奨励賞 

住宅部門 

 

コンパクトシティへの先導モデル 夕張市営住宅 歩
あゆみ

・萌
めばえ

団地 
 

（有）アーキシップアソシエイツ 取締役 久保田 知明 
（株）ピーエス三菱 札幌営業所 所長 高木 隆一 

坂本建設工業（株） 代表取締役 坂本 豊 
丸七氏家建設（株） 代表取締役 氏家 孝治 

北宝建設（株）夕張支店 代表取締役 中島 功治 
有限会社永井組 代表取締役 佐藤 広光 
日管建設（株） 代表取締役 橋本 征國 

大晃電気工業（株） 代表取締役 柿崎 英俊 
駒井電気工業（株） 代表取締役 駒井 博行 

北寿産業（株） 代表取締役 柳沼 伸幸 
（株）井出組 代表取締役 澤田 直矢 

（有）みのしま建設 代表取締役 簑島 範之 
（株）夕電 代表取締役 小坂 礼司 

 
北海道夕張市 

 
夕張市における地域再生計画に基づくコンパクト化において、現

在最も人口が集中している清水沢地区へ市営団地を移転すること

により、人口集中地区での地区居住人口の増加と、医療・福祉・

教育・生活利便施設等の集約を同時に企図した取り組みである。

人口減少社会においてコンパクトな市街地形成は今後より重要と

なる中で、地域の再編計画における木造公営住宅の一つの在り方

を示した取り組みと言える。 

 

 



TEL FAX  



建築研究所すまいづくり表彰 地域住宅奨励賞

住宅部門

林業で栄えた町の、山を見てつくる家 小規模人工林と

地域の技術を活かす構法と生産

香川大学 釜床 美也子

徳島県徳島市

徳島市における個人所有の森林資源を家づくりに利用した試みで

ある。伐採から竣工まで 3 年超を費やしており、地域材を活かす

ための様々な配慮がなされている。多くの工程は施主を中心とし

た直営であり、製材業者等と協働した家づくりを行った。地域の

木材、人、伝統技術を活かしつつ、必ずしも経済性のみにとらわ

れず時間をかけて、仲間との協働による伝統的な建築生産を試み

た意欲的な取り組みであると言える。



761-0396 2217-20 
TEL 087-864-2142 FAX 087-864-2142



 

 

建築研究所すまいづくり表彰 地域住宅奨励賞 

地域部門 

 

奥越大工塾 

 

福井県建築組合連合会 奥越ブロック会 

 

福井県大野市・勝山市・永平寺町 

 
 

地域における若手大工数は減少し、技能継承が困難になってきて

いる中、技能習得・人材交流の場として奥越ブロック会が行う取

り組みである。地区内及び県内在住の若手大工を対象とした実技

演習等を通し、技能・経験を将来へ継承し地域のすまいづくりを

支えることが目的である。 

これまで培われてきた技能・経験を次世代あるいはその先に広く

継承させることで、地域のすまいづくりを支え・より良くしてい

こうとする意欲的な取り組みである。 

 

 

 

 

 

 



［応募者名］福井県建築組合連合会　奥越ブロック会 住所：福井県勝山市北郷町坂東島 48-32-2( 有限会社竹島工務店気付）

連絡先　TEL：0779-89-1771　FAX：0779-89-2674

●地域性への配慮事項

庶民の木造住宅群 ( ＝群居 ) は、住まい手（あるい

は設計者）の要望を具現化する大工技術に支えられ

てきました。しかし現在、若手就労者数の減少と技

能低下が懸念されています。

　人が生まれ、育つ器として備えるべき木造住宅の

魅力を、今後とも庶民のものとして持続するために

は、地域に存在していた大工技術を過去のものとせ

ず、次世代の若手に広く継承させる取り組みが不可

欠です。

●作品の概要

奥越大工塾は、（一社）福井県建築組合連合会を構

成する 53 の建築組合のうち、奥越地区内にある 5

つを統括する奥越ブロック会が取り組む大工塾です。

　地区内および県内在住の若手大工を対象に、2012

年から 4年間、テーマを替えながら、実技演習を中

心とした講座を 8日間の日程で開催しています。

　過去 4回の受講生は延べ 60名に及びます。講習内

容を技術手引書の形式でまとめ公開しています。

　2012 年「伝統的建築物を活かしたまちづくりと
地域型住宅づくりを学ぶ」

　2013 年　「真壁の和室造作を学ぶ」

　2014 年　「隅木のある屋根架構を学ぶ」

　2015 年　「工作技術の基礎を学ぶ」

（2016 年　「階段造作を学ぶ」を予定）

●作品の特徴

施工方法の合理化に伴い、若手大工が先輩と現場

を共にする機会は減少し、技能向上は個人の努力の

みに委ねられるようになりました。難しい仕事を託

された若手はひとり悩み、現場を離れる例も少なく

ありません。

　かつて、地域には大工の師弟関係に基づく仲間意

識 ( ＝流派 ) がありました。事業所の規模が小さく、

そこで働く若者は一人であっても、流派の中での横

のつながりが彼を支えていました。　　

　今、伝統的技術による仲間意識は消えつつありま

すが、大工技能を通して地域の若者が互いに励み合

う横のつながりをつくることの大切さは不易です。

　大工として段階的に成育する過程で、節目として

求められる技術は同じです。つまずく箇所も同じで

す。地域の中に学ぶ場をつくり先輩・後輩の関係性

を創出すること、要所について共通の手引書を整備

することで、若手を孤立させることなく技能向上・

技能継承の循環の中に取り込むことができます。　

　奥越大工塾は、まさにそのことを実感する事業で

した。互いに学び合う横のつながりとともに、将来

地域の核となる人材も育ちつつあります。

　「地域住宅」が群居のあり方を示す手本として、そ

の一角を占め続けるため、若手技能者を盛り立てる

取り組みが各地に広がることを期待するものです。　

●
●

●
●

●

●

●● ●

●

●

●

●



 

 

建築研究所すまいづくり表彰 地域住宅奨励賞 

地域部門 

 

民家と民家を支えるしくみ再生「木と土の家」普及啓発 

 

山口民家作事組 

 

山口県山口市 

 
 

山口県では伝統的に、地場産材である良質な粘土と豊富な森林資

源を活かして住宅が作られてきた。この伝統技術を継承し、発展

させ、現代における地域型木造住宅「木と土の家」として提案・

普及活動を行う取り組みである。 

地域の伝統技術・生産システムの普及・発展を図りつつ、供給側

だけではなく「生活者」の視点からもこれからの地域におけるす

まい方を考えられるような多角的な取り組みとして評価できる。 



TEL FAX URL www.facebook.com/yamaguchiminkasaisei 






